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PRESS RELEASE 

 

令 和 8 年 3 月 2 7 日 

岡山大学病院に寄付講座「遠隔地域薬学講座」を開設 
～中山間地域の薬剤師不足解消と地域医療 DX 推進へ～  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■研究者からのひとこと 
  

岡山大学病院は 4 月 1 日、岡山大学病院薬剤部に寄付講座「遠隔地域薬学講座」を開設します。

同講座は、岡山県真庭市の医療法人美甘会 勝山病院※1）からの寄付により設置されるもので、専任

教員 1 人と兼務教員 1 人を配置し、遠隔・中山間地域における慢性的な薬剤師不足の解消や、地域

医療を支える DX の推進、遠隔医療に対応した薬物療法支援の教育・研究を行います。 

中山間地域では、医師・看護師に加え、薬剤師の不足や偏在が課題となっており、地域包括ケアや

在宅医療、遠隔医療の推進において、薬剤師の役割拡大と人材育成が求められています。本講座で

は、真庭地域をはじめとする中山間地域を主なフィールドとして、地域医療における薬剤師の実務

教育と医療の質向上を目指します。特に、岡山大学病院薬剤部は DX の推進や高度な臨床薬学教育・

研究の実績を有しており、病棟業務やがん化学療法、妊娠と薬外来などを通じて質の高い薬物療法

を実践してきたほか、医師から薬剤師へのタスクシフト※2）をはじめとしたチーム医療への積極的な

参画にも貢献しています。このようにこれまで培ってきた臨床薬学の専門性と教育研究機能を地域

医療の現場と結び付け、遠隔医療やオンライン服薬指導、医師から薬剤師へのタスクシフトなどを

活用した新たな地域薬学モデルの構築を目指します。 

さらにポリファーマシー※3）対策やセルフメディケーション支援など、地域住民と連携したエビデ

ンスに基づく薬物療法支援にも取り組み、地域医療の持続可能性の向上と住民の健康増進に貢献し

ていきます。 

 

◆発表のポイント 

・岡山大学病院は 2026 年 4 月 1 日、寄付講座「遠隔地域薬学講座」を開設します。 

・遠隔・中山間地域をフィールドに、薬剤師の人材育成と地域医療 DX の推進に取り組みます。 

・医療法人美甘会 勝山病院からの寄付により、遠隔医療やオンライン服薬指導などを活用した 

新たな地域薬学モデルの構築を目指します。 

 
座間味教授 

中山間地域では、医療資源の不足や薬剤師の偏在など多くの課

題があります。本講座では、大学病院の教育・研究機能と地域

医療の現場を結びつけることで、遠隔医療や DX を活用した新

しい薬剤師の役割を示していきたいと考えています。これは、

高齢社会医療や地域医療の課題解決をめざしてきた本院の取

り組みをさらに発展させるものであり、地域の医療機関や住民

の皆さまと連携しながら、持続可能な地域医療の実現に貢献し

ていきたいと思います。 

 
菊岡助教 
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＜寄付講座の概要＞ 
寄付講座名称  「遠隔地域薬学講座」 

（専任）菊岡  亮   岡山大学学術研究院医療開発領域（遠隔地域薬学講座） 

 助教（特任） 

（兼務）座間味 義人  岡山大学学術研究院医療開発領域（薬剤部）教授 

設置予定期間  令和 8 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日（2 年） 

寄 付 者  医療法人美甘会 勝山病院  

教育研究内容 

・真庭地域など遠隔・中山間地域の医療機関・介護施設をフィールドとした、病棟・外来・在宅

を一体とした薬剤師実務研修プログラムの構築 

・遠隔医療、オンライン服薬指導、タスクシフト、地域包括ケアに対応した臨床薬学・地域薬学

教育の実施 

・ポリファーマシー対策やセルフメディケーション支援など、地域住民と連携した地域医療モデ

ルの開発と評価 

・多職種連携カンファレンスや市民公開講座等を通じた地域医療への貢献 

 
■補足・用語説明 

※1）医療法人美甘会 勝山病院：一般病床 50 床を有する地域中核病院として、内科・外科・整形

外科・リハビリテーション科など幅広い診療科を備え、介護医療院や訪問看護ステーション等と連

携しながら、医療・介護・福祉を一体的に提供している。 

 

※2）医師から薬剤師へのタスクシフト：これまで主に医師が担ってきた業務の一部を、専門的な

知識を持つ薬剤師が分担して行う取り組み。処方内容の提案や薬物療法の評価、副作用の確認、服

薬指導などを薬剤師が主体的に行い、医師や看護師など多職種と連携しながら患者の安全で適切な

薬物療法を支える。 

 

※3）ポリファーマシー：複数の薬が同時に処方されている状態のことで、特に高齢者に多くみら

れる。薬の数が増えることで、薬同士の相互作用や副作用、飲み間違いなどのリスクが高まる可能

性があるため、医師や薬剤師が処方内容を確認し、必要性や効果、安全性を評価しながら、薬の種

類や量を適切に調整することが重要とされる。 

 

 
 
 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学病院 薬剤部 

薬剤師 菊岡 亮 

（電話番号）086-235-7641 




